
平成２８年２月２日

                                  報 道 発 表 資 料 

１ 発行日 

平成2８年２月２日(火) 

２ 発行部数 

１，０００部 

３ 配布・閲覧場所 

各区役所、図書館、かわさき情報プラザ等 

   ※ニュースレターは川崎市ホームページからもご覧いただけます。 

   （http://www.city.kawasaki.jp/jigyou/category/79-8-1-9-0-0-0-0-0-0.html）

４ ニュースレターVol.2 の掲載内容 

○ 川崎国際環境技術展2016の開催概要 

○ 川崎国際環境技術展2016の注目企画 

○ 川崎市の水素戦略について

○ 川崎国際環境技術展2016に出展する川崎エコタウン企業の紹介

【問い合わせ】

川崎市 経済労働局 国際経済推進室

   電話 044-200-3213

川川崎崎市市のの環環境境技技術術にに関関すするる最最新新情情報報をを発発信信すするる

「「かかわわささききエエココテテッッククニニュューーススレレタターーVVooll..22」」をを発発行行ししままししたた

川崎の環境の取組や環境技術に係る企業の取組の情報等を発信する「かわさきエコテッ 

クニュースレター」の第2号を本日、発行しました。 

Vol.2 では、平成２８年2月18日（木）、19日（金）にとどろきアリーナで開催され

ます「川崎国際環境技術展2016」の内容や出展企業様を紹介しています。 
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〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町11-2 10F／TEL 044-200-2313　FAX 044-200-3920／mail  28keisu@city.kawasaki.jp 

「川崎」に最先端の環境技術やノウハウが集結!!
「川崎国際環境技術展２０１６」を開催します！
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開催概要

　これまでの川崎の環境への取組みや、国内外の企業が有する最先端の環境技術の情報を国内外へ発信する「川崎国
際環境技術展2016」を開催します。
　この展示会では、最先端の環境技術・製品等を有する出展企業・団体と国内外の企業等とのビジネスマッチングが盛
んに行われており、川崎の地から環境分野での産業交流と技術移転による国際貢献を進めています。

会　　期：2016年2月18日（木）・19日（金）10:00～17:00
会　　場：とどろきアリーナ（神奈川県川崎市中原区等々力1-3）
会場規模：屋内展示ブース／200小間
入 場 料：無料
主　　催：川崎国際環境技術展実行委員会

【公式HP】
http://www.kawasaki-eco-tech.jp/

【お問い合わせ】
川崎国際環境技術展実行委員会事務局
〒210-0007　川崎市川崎区駅前本町11-2
川崎フロンティアビル10階
[川崎市経済労働局　国際経済推進室内]
Tel.044-200-2313　Fax.044-200-3920
E-mail. 28ecotech@city.kawasaki.jp
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●川崎ゼロ・エミッション工業団地

川崎エコタウンの先導的モデルエリアとして整備された工業団地です。
こちらの団地には、16社立地しており、団地内で発生する廃棄物のリサイ
クルを行っています。

武蔵小杉駅（JR南武線・東急東横線・目黒線）北口からバスで約7分
開催期間中、武蔵小杉駅北口から無料シャトルバスを運行予定。 
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●コアレックス三栄㈱

川崎市内から出た紙ごみ（ミックスペーパー）や企業の機密文書といった
難再生古紙を１００％原料にトイレットペーパーを生産する世界初の
ゼロ・エミッション製紙工場です。また、生産過程で発生する熱エネルギ
ーや焼却灰も再資源として活用しています。

●ペットリファインテクノロジー㈱

通常、ペットボトルは衣服の繊維にリサイクルされ、その後は焼却されま
すが、ペットリファインテクノロジー㈱では、使用済ペットボトルを化学的
に分解し、バージン原料と同品質のペット樹脂を製造することにより、何
度もペットボトルをリサイクルする技術を持っています。

●JFEグループ

川崎市内にあるJFEグループでは、使用済みプラスチックから高炉の原料
やNFボードを作成する「JFEプラリソース」や家電のリサイクルを行う
「JFEアーバンリサクル」といったリサイクル企業が集積しています。

●三協興産㈱

食品関連事業者から排出される食品廃棄物を飼料や堆肥、又は、メタン
発酵し発電を可能とするためのリサイクル作業（破砕・分離）のパイオニ
アです。また、食品廃棄物と一緒に出る容器や飲料メーカーから出た空
容器から鉄・アルミ原料を取り出したり、ペット樹脂及び固形燃料用原料
にしたり再資源化を行っています。

●川崎バイオマス発電所

川崎エコタウンとは

石炭等の化石燃料を使用せず、建築廃材等のバイオマス燃料を利用し
た国内初の都市型バイオマス発電所です。こちらで作られる電気は、一
般家庭約38,000世帯が1年間に使用する電力量に相当します。

川崎臨海部全体（約2,800ヘクタール）に立地する企業が主体となって、地域への環境負荷をできるだけ削減し、
環境と産業活動が調和した持続可能な社会をめざすまちのことです。

●㈱クレハ環境

主に廃プラスチックや感染性廃棄物などの産業廃棄物の焼却処理を行
い、焼却時に発生する排熱を利用したサーマルリサイクルを行っており
ます。また、廃棄物熱回収施設設置者認定制度において熱回収率が10％
以上の施設として、川崎市で第１号の認定を取得しました。
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■水素エネルギーセミナー [2月18日（木）11:00～13:05]

水素に関する優れた環境技術を有している市内企業も
川崎国際環境技術展2016に出展します。

川崎市では、水素エネルギーを活用する水素戦略を進めています。
その水素が切り開く川崎の成長戦略とスマート社会の実現に向けて、次の２つの
講演を予定しています。

『水素の大規模貯蔵輸送技術と今後の展望』
千代田化工建設㈱が持つSPERA水素技術の紹介とSPERA水素による新しい水素エ
ネルギーネットワークの可能性、川崎をフィールドとした今後の展開などについて
講演を行います。

『燃料電池自動車MIRAIの開発と水素社会の実現に向けて』
2014年12月に販売を開始した水素を燃料とする自動車、トヨタ「MIRAI」のチーフエ
ンジニア田中氏より、モビリティー分野における技術革新と水素社会の実現性につ
いて講演を行います。

■環境産業フォーラム [2月19日（金）10:30～11:30]
『世界の構造転換と日本ービッグデータ時代の環境産業ー』
社会のニーズを先取りする政策研究や企業活動をバックアップする調査研究等を
行う一般財団法人日本総合研究所理事長　寺島実郎氏を講師に招き日本を代表
する基幹産業を抱える川崎臨海部の未来に向けた新しい取組について各種ビッグ
データ情報を用いて講演を行います。

川崎市と㈱東芝は、再生可能エネルギーと水素を用いた
世界初の自立型エネルギー供給システム「H2One™」の共
同実証を川崎臨海部の「川崎マリエン」及び「東扇島中公
園」で開始しました。本システムは、太陽光発電設備、蓄電
池、水素を製造する水電解装置、純水素型燃料電池などを
組み合わせた自立型エネルギー供給システムで、水と太陽
光のみで稼働できるため、災害時にライフラインが寸断さ
れた場合においても、自立して電気と温水を供給できます。
また、平常時には、システム全体を管理するエネルギーマ
ネジメントシステムにより、電力のピークシフト及びピーク
カットにも貢献します。

● 注目センターステージプログラム

■テーマ展示「世界をリードする川崎のポテンシャルの発信」

水素が切り開く「未来型環境・産業都市」
の実現に向けて！

川崎市が有する世界をリードするポテンシャルを来場者にわかりやすく紹介し
ます。
川崎市では、少子高齢・人口減少社会においても世界的な成長が見込まれる、
環境・健康・医療・福祉分野といった産業におけるイノベーションを進めていま
す。
この川崎市が取組む「グリーンイノベーション」「ライフイノベーション」「ウェル
フェアイノベーション」という3本柱のイノベーションの先進事例を映像やパネ
ル、製品展示にて紹介します。

水素の導入と利活用による「未来型環境・産業都市
～水素to人が暮らすまち～」を目指す川崎市の水
素の取組の最新情報を、燃料電池自動車や水素ス
テーションなどの最新技術の展示やステージプロ
グラムなどとあわせて、わかりやすく紹介します。

■燃料電池自動車・電気自動車等エコカーの試乗体験
FCV（燃料電池自動車）をはじめとする最新のエコカーの試乗会を実施します。
参加無料、受付場所：屋外市場会場

【試乗車（予定）】
●MIRAI（トヨタ・FCV）　●新型プリウス（トヨタ・HV）　●コムス(トヨタ・超小型EV)
●アウトランダーPHEV（三菱・PHEV）　●LEAF（日産・EV）　●e-NV200（日産・EV）　など

● 企画・展示など
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●株式会社 東芝
川崎市と昭和電工㈱（以下、昭和電工）は、地域で発生する使用
済プラスチックから製造した水素を川崎臨海部の需要者にパ
イプラインで輸送し、分散型発電となる純水素型燃料電池を活
用してエネルギー利用する技術実証を開始します。本実証では、
川崎エコタウン事業の一環として昭和電工川崎事業所に導入
した使用済プラスチックからアンモニアを製造する設備を活用
し、水素を製造します。使用済みプラスチックを原料とする事で
化石燃料の消費を抑えるだけで無く、製造工程で発生する二酸

化炭素についてもドライアイス
にリサイクルするなど、副生物
を資源として有効活用しており、
従来の製造方法に比べ環境負
荷を大幅に低減します。この当
社独自の「プラスチック製容器
包装リサイクルによるアンモニ
ア製造プロセス」はその優位性
が認められ、2015年7月に製造
プロセスとしては世界で初めて
エコマーク認定を受けました。

●昭和電工 株式会社

COLUMN
川崎国際環境技術展では、ビジネスに役立つ
セミナー等の企画を用意しています！ 川崎市の「水素社会実現」に向けた取組

　川崎市では、力強い産業都市づくりに向けて、成長

が期待される産業分野である「グリーン」「ライフ」「ウ

ェルフェア」の３つのイノベーションによる取組を推

進しています。このうち、グリーンイノベーションによ

る取組の一つとして、近年、クリーンエネルギーとし

て注目を集める水素について、水素エネルギーの積

極的な導入と利活用による「未来型環境・産業都市」

の実現を目指し、2015年3月に「水素社会の実現に向

けた川崎水素戦略」を策定しました。戦略では、5つ

の方向性のもと、「水素供給システムの構築」「多分野

にわたる水素利用の拡大」「社会認知度の向上」の3

つの基本戦略により取組を推進することとしていま

す。

　現在、市内における優れた環境技術の集積や、水

素・燃料電池関連企業が多数立地する地域特性や特

徴を活かし、多様な主体と連携した様々な水素のリ

ーディングプロジェクトに取り組んでいます。

トヨタ自動車 株式会社
製品企画本部
チーフエンジニア
MIRAI開発責任者

田中 義和 氏　

千代田化工建設株式会社
技術開発ユニット兼 
水素チェーン事業推進ユニット
技師長

岡田 佳巳 氏　

一般財団法人
日本総合研究所　理事長

寺島　実郎氏　

理　念

方向性 ３つの基本戦略

水素エネルギーの積極的な導入と利活用による
「未来型環境・産業都市」の実現

水素エネルギー利
用の推進と高度化
・高付加価値化 戦略①

水素供給システム
の構築

環境負担の低減
市民生活への水素
の普及拡大
社会受容性の向上

技術開発
新たな産業創出

防災機能強化
安全・安心の向上

入口 リーディング
プロジェクト
の創出・推進

戦略②
多分野にわたる
水素利用の拡大

出口

戦略③
社会認知度の
向上

ブランド力

Pick
up「水素ゾーン」

再生可能エネルギーと水素を
用いた自立型エネルギー供給
システム
（H2One™）

ＫＰＲ（Kawasaki Plastic Recycle）
使用済プラスチックから
アンモニアを製造する設備


